
「認知症になると何もわからなくなる…と思っていませんか？」

認知症の症状は様々ですがその中で出来ることはまだあるはずです。

認知症を正しく理解して偏見をなくしていき認知症バリアフリーの社会を

実現する取り組みです。

岩手県滝沢市の「認知症について理解を深め、高齢者や障がい者にも
やさしいまちにしたい！」というプロジェクトの第一歩として始まった

「スローショッピング」についての紹介です。

認知症になってもやさしいまちづくり
（岩手県滝沢市の例）

『スローショッピング』については、岩手西北医師会認知症支援地域ネットワーク（やまぼうしネットワーク）
代表 こんの脳神経内科・脳神経外科クリニック 紺野 敏昭医師より、資料のご提供を頂きました。

必要な物がどこにあ
るのかわからない

手にとっても表示が小
さくてよくみえない

他の人に接触して
転倒するのが怖い

レジに並んで急かされると
焦ってしまう

ポリ袋に詰めれない

※スローショッピングの取り組みを紹介するスライド資料です。

すると、ためらいを見せながらも「買い物を自分でしてみたい」と答える方が多かったそうです。

紺野先生は、普段の診療で認知症の人へ
「自分で買い物をしてみたいですか？」
と聞いてみました。

しかし実際には「もともとは買い物をして料理をしていた方ですが認知症と診断され
家族に付き添われ一緒に買い物に行くが殆どは家族が買って本人はただ傍にいるだけ…」

という方はたくさんいます。

それまで行っていた買い物に行かなくなった理由を当事者に聞いてみると

他にもレジで手間取っていた時、レジの人が親切心で私の財布から小銭を
カウンターの上に広げ必要な金額だけを取って返された。すごく傷ついた。
などと誰にとっても便利なスーパーは高齢者、認知症のある人にとっては
不便なことも多くあります。

このような声を聞いて、生活モデルの実践をスーパーマーケットで
してみたいと数年考えてできたプロジェクトが



認知症を正しく理解し、偏見をなくしていくことが大切です。
それこそが、認知症バリアフリーの社会につながっていくのだと思います。

認知症があって少し生活に支障が出てくると今までその方が行っていた事を
「やらなくていい」と奪ってしまうことがあります。

何かしようとするご本人の意欲（生きがい）を奪ってしまい
逆に認知症の様々な症状を進行させてしまう事もあります。

（ご本人の症状によって異なりますが）

認知症になっても、自分で決めれることは自分で決めたい
欲しいものは自分で選びたい

手に取って自分の目で確かめたい、自分でお金を払いたい
人と社会とつながっていたい…

認知症になってもやさしいスーパープロジェクトを、
医療・介護・福祉・民間企業の賛同してくださった方々と、

どのようにして実践に移すかを何回も
検討・協議しながらついに実現させました。
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認知症サポーター養成講座も同時開催して理解を広げます。

スローショッピングの有用性

単に必要な物を手に入れるなら宅配で充分ですが、色々な商品を手に取って
悩みながら自分で選んで決めて自分で支払う喜びを体験できます。
広い店内を歩くことで運動（リハビリ）にもなるのです。

ショッピングと併設したサロンの有用性

サロンでは当事者同士の交流、介護家族の交流、話し合い、悩みを打ち明けたり相談できます。
認知症の人と家族の会、社協、地域包括支援センター、医療スタッフにも相談できます。
当事者は、サロンに家族を残して見守りを受けながらも一人で買い物を楽しむことができます。
認知症カフェの役割も果たしているので一般のお客様も同席でき、
啓発に一役かうことができます。

第3回認知症ともに生きるまち大賞
ニューウェーブ賞を受賞しました！


